
令和７年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の豊浦町における調査結果【概要】 

                             令和８年２月 豊浦町教育委員 

 

 

１．調査の実施期間 

 令和７年（２０２５年）４月から７月末までの期間で実施 

 

２．調査対象 

 （１）小学校第５学年の全児童 

 （２）中学校第２学年の全生徒 

 

３．調査学校数・児童生徒数（札幌市を含む公立学校） 

 

 

 

 

 

 

４．調査の内容 

（１）児童生徒に対する調査 

  ①実技に関する調査（以下「実技調査」という。測定方法等は新体力テストと同様） 

   ・握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、２０ｍシャトルラン、５０ｍ走、立ち幅跳び、 

ソフトボール投げ（中学校はハンドボール投げ） 

  ②質問紙調査 

（２）学校に対する質問紙調査 

 

５．留意事項 

 ○本調査結果は、児童生徒の体力・運動能力の特定の一部分であること、学校における教育活動の一側   

面に過ぎないこと 

全 国 実施校数 児童生徒数（人） 

小学校 １８，４３８ ９１３，１４４ 

中学校 ９，４３０ ８１６，５４８ 

合 計 ２７，８６８ １，７２９，６９２ 

北海道 実施校数 児童生徒数（人） 

小学校 ９３５ ３４，８０９ 

中学校 ５７６ ３２，９２２ 

合 計 １，５１１ ６７，７３１ 

豊浦町 実施校数 児童生徒数（人） 

小学校 ３ ２７ 

中学校 １ ２４ 

合 計 ４ ５１ 

【調査の目的】 

○国が全国的な児童生徒の体力・運動能力や運動習慣・生活習慣等を把握・分析することにより、児

童生徒の体力・運動能力や運動習慣等の向上に係る施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○各教育委員会が全国的な状況を踏まえ、児童生徒の体力・運動能力の向上の係る施策の成果と課題

を把握し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、児童生徒の体力・運動能力の向上

に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

○各学校が各児童生徒の体力・運動能力や運動習慣、生活習慣等を把握し、学校における体育・健康

等に関する指導などの改善に役立てる。 

調査の概要 


